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Information 村からのお知らせ
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紀
南
く
ろ
し
お
乗
放
題
券
購
入
費
補
助
に
つ
い
て

お
問
い
合
わ
せ
先  

串
本
町
役
場
企
画
課

☎
０
７
３
５
-
６
２
-
０
５
５
６

補
助
金
額

販
売
期
間

内　　　

容

販
売
価
格

　　
紀
勢
本
線
活
性
化
促
進
協
議
会
新
宮
白
浜
区
間
部
会

で
は
、
特
急
「
く
ろ
し
お
」
を
便
利
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
JR
が
新
た
に
発
売
す
る
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ

ン
型
特
急
券
「
紀
南
く
ろ
し
お
乗
り
放
題
特
急
券
」
の

購
入
費
に
対
し
、
５
,
０
０
０
円
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

実
質
１
２
,
０
０
０
円
で
乗
り
放
題

１
か
月
間
、新
宮
～
白
浜
間
の
特
急
「
く
ろ
し
お
」

が
何
度
で
も
利
用
可
能

１
７
,
０
０
０
円　

※
補
助
適
用
で
実
質
１
２
,
０
０
０
円

５
,
０
０
０
円

令
和
９
年
１
月
31
日
（
日
）
ま
で

※
利
用
月
の
１
日
を
利
用
開
始
日
と
し
、
利
用
開
始
日
の
14

日
前
か
ら
前
日
ま
で
、
主
要
駅
（
新
宮
・
紀
伊
勝
浦
・
串
本
・

白
浜
）
の
「
み
ど
り
の
券
売
機
」
で
購
入
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
。

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
・
が
ん
検
診
・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

住
民
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
健
診

場　
　
　

所

自
己
負
担
・
申
込
方
法

日　　　

時

対
象
者

令
和
８
年
９
月
18
・
19
日
(
金
・
土
)

8
時
～
９
時
30
分

・
特
定
健
診
(
40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
)

・
後
期
高
齢
者
健
診
(
75
歳
以
上
の
後
期
医
療
加
入
者
)

・
が
ん
検
診
(
胃
・
肺
・
大
腸
40
歳
以
上
・
前
立
腺
50
歳
以
上
)

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
(
40
歳
以
上
で
過
去
に
検
査
を
受
け
て

い
な
い
方
)

北
山
村
村
民
会
館

日　　　

時

対
象
者

令
和
８
年
10
月
21
日
(
水
)
13
時
～
15
時  

乳
が
ん
40
歳
以
上
・
子
宮
が
ん
20
歳
以
上

無
料　
住
民
福
祉
課
に
電
話
申
し
込
み

ど
ち
ら
の
健
診
も
共
通  

事
業
継
承
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

事
業
承
継
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　　

和
歌
山
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

国
が
設
置
す
る
公
的
な
相
談
窓
口
で
す
。
事
業
の
円
滑

な
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
承
継

を
支
援
し
ま
す
。

　
「
後
継
者
が
い
な
い
」「
子
供
や
従
業
員
に
事
業
を
継

が
せ
た
い
」「
会
社
や
お
店
を
譲
り
た
い
」「
何
か
ら
準

備
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
等
々
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
早
め
の
ご
相
談
で
不
安
を
解

消
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　　

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
！
新
宮
公
証
役
場
公
証

人
の
三
橋
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
広
報
き
た
や
ま
」
に
記
事
を
連
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
権
利
を
守
り
、
先

代
か
ら
引
き
継
い
だ
、
ま
た
、
自
身
で
築
い
て
き

た
財
産
を
、
次
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
、
地
域

の
皆
様
に
、
後
見
や
相
続
・
遺
言
な
ど
に
関
す
る

情
報
を
、
読
み
や
す
い
内
容
で
お
届
け
し
ま
す
。

◎
公
証
人
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
人
で
す
か
？

　

は
じ
め
に
、「
公
証
人
」
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。

公
証
人
と
は
、
法
務
大
臣
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
所
属

す
る
法
務
局
・
地
方
法
務
局
の
指
定
を
受
け
た
公

務
員
で
、
公
証
役
場
に
お
い
て
「
公
証
事
務
」
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
公
証
事
務
は
「
公
正
証
書
」
の
作
成
で
、
公

正
証
書
と
は
、
遺
言
な
ど
当
事
者
の
意
思
に
基
づ

い
て
作
成
す
る
文
書
や
、
金
銭
の
支
払
い
が
な
い

場
合
に
裁
判
手
続
き
を
経
る
こ
と
な
く
直
ち
に
強

制
執
行
の
で
き
る
文
書
な
ど
の
こ
と
で
す
。
そ
の

中
で
、
皆
さ
ん
に
身
近
な
遺
言
の
公
正
証
書
を
例

に
、
簡
単
に
そ
の
必
要
性
や
メ
リ
ッ
ト
等
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

本
人
が
亡
く
な
っ
た
後
で
、
残
さ
れ
た
ご
家
族

は
、
そ
の
財
産
の
相
続
の
た
め
に
、
ど
ん
な
手
続

き
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

　

遺
言
が
な
け
れ
ば
、
相
続
人
間
で
、
遺
産
の
話

し
合
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
、
相
続
人
は
、
本
人
の
財
産
を
把
握
し
、
他
に

相
続
人
が
い
な
い
か
本
人
の
過
去
に
遡
っ
た
戸
籍

謄
本
を
取
り
寄
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上

で
、
財
産
の
配
分
に
つ
い
て
協
議
を
し
、
分
割
協

議
書
を
作
成
し
て
、
相
続
人
全
員
の
署
名
・
押
印
、

印
鑑
証
明
書
の
添
付
な
ど
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

手
間
が
掛
か
り
、
と
て
も
面
倒
で
す
。
こ
れ
ら
作

業
は
、
遺
言
が
な
け
れ
ば
、
相
続
財
産
の
多
少
に

関
係
な
く
必
要
で
す
。

　

も
し
、
遺
言
の
公
正
証
書
が
あ
れ
ば
、
遺
言
者

の
死
亡
事
実
が
記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
と
相
続
の

手
続
き
を
す
る
遺
言
執
行
者
の
本
人
確
認
資
料
の

み
で
、
比
較
的
簡
単
に
、
短
時
間
で
、
本
人
口
座

か
ら
の
解
約
や
払
出
し
、
相
続
登
記
の
手
続
き
な

ど
、
相
続
手
続
き
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

公
証
役
場
だ
よ
り　

第
１
話

新
宮
公
証
役
場　
公
証
人　

　
三
橋　
豊

☎　
０
７
３
５
-
２
１
-
２
３
４
４

　　　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　　　　
（
無
料
）

４
月
１
日
か
ら
、「
北
山
村
村
税
等
の
滞
納
に
対
す
る

制
限
措
置
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
村
税
等
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
る
者

(
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
)
が
、
定
め
ら
れ

た
納
期
限
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な
い
場
合
に
、
村
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
制
限
す
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
村
税
等

個
人
村
民
税
、
法
人
村
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
村
営
住
宅
使
用
料
、

駐
車
場
使
用
料
、
水
道
使
用
料
な
ど

提
供
を
制
限
さ
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
例

子
育
て
応
援
祝
金
(
出
産
祝
金
、
入
園
入
学
祝
金

結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
)、
敬
老
祝
金
、

火
葬
場
使
用
料
助
成
金
、
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

補
助
金
、
交
通
空
白
地
有
償
運
送
利
用
料
助
成
金
、

高
等
学
校
通
学
費
助
成
金
、
中
学
生
海
外
語
学
研

修
補
助
金
な
ど

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

納
期
内
納
付
を
忘
れ
ず
に
！

村
税
や
保
険
料
は
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
発

生
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
村
税
や
保
険

料
等
の
納
付
に
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

和
歌
山
県
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
三
十
三
銀
行
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　　消防団は、消防組織法に基づき各市町村に設置されている公的な消防機関です。　

　普段は別の仕事や学業に就いている地域住民が、「非常勤の地方公務員」として、火災

時の消火活動や地震・風水害などの大規模災害時の救助・避難誘導を行い、地域の安全を

守っています。

消防団だより消防団だより NO.7NO.7

女性消防団より

ひとこと！

　　避難したら「役場の職員が待機してくれるから悪いわ」という声を聞きましたが、

現在、避難所が開設されれば、避難者がいなくても、職員は待機する事に

なっています。

　特に夜間や早朝、風雨がひどくなってからの避難は非常に危険ですので

避難が困難になる前にためらわず早めの避難を心がけましょう！

　令和８年４月より女性消防団に２名が入団しましたので、 ご紹介させていただきます。

七色地区　　岡田　香代　さん

七色地区　　池田　愛莉　さん

女性消防団員　合計１６名

新メンバーを迎え、気を引き締め頑張ります。新メンバーを迎え、気を引き締め頑張ります。

　令和８年３月１５日に消防団の訓練があり、背負い

式水のう（ファイヤーハンター）や無線の訓練等を行

いました。右の写真が訓練時の様子です。

　５月２日に奈良県で発生した M5.7 の地震では、奈良・

和歌山・三重の各地で最大震度 4 が、北山村では震度

3 が観測されました。大きな地震のように感じ、南海

トラフ？と思った方も多かったのでは・・・。その日

の夜は枕元に履物と非常持出袋をおいて眠りました。

　６月下旬には台風 7 号・8 号が連続して襲来しまし

たね。大きな被害がなくて良かったです。台風はある

程度の予測ができるので、明るい時間帯に避難所を開

設して、早めの避難が呼びかけれられています。 女子消防団頑張っております

15   　kitayama kitayama        14



広
報

き
た

や
ま

2026  N
O

.269

■
発

行
　北

山
村

役
場

　企
画

振
興

課

　〒
6

4
7

-1
6

0
3

　和
歌

山
県

東
牟

婁
郡

北
山

村
大

沼
4

2
番

地

　T
E

L
：

0
7

3
5

-4
9

-2
3

3
1

　F
A

X
：

0
7

3
5

-4
9

-2
2

0
7

村
の

人
口

7
月

１
日

現
在

　 人
　口

　3
7

2
人

（
-5

）　　　男
性

　1
8

2
人

（
-1

）

　 世
帯

数
　2

2
9

戸
（

-3
）   女

性
　1

9
0

人
（

-4
）

　 高
齢

化
率

　4
1

.7
%

　　※
（

　）
内

は
前

号
比

　  

広報担当の枠

　　１年ぶりに広報担当へ戻ってきました。また、この広報担当を任されたこ

とに身の引き締まる思いです。これまでの８年間の経験を大切にしながらも、

初心に返り、心機一転、新たな気持ちで広報誌づくりに取り組んでまいりま

す。村の魅力や身近な情報を分かりやすく、親しみを持って読んでいただけ

る広報誌を目指して頑張ります。

　余談ですが、最近ジムに通い始めました。早朝から筋トレに行くので少し

つらい日もありますが、健康維持のために何とか現在半年間続けています

（笑）。広報きたやまも筋トレと同じく、コツコツ積み重ねながら作っていき

たいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 広報担当 ： 橋爪　大希）　

た だ い ま

世界で学び、ふるさとで活躍世界で学び、ふるさとで活躍

　　北山村では、保育所から中学校までの ALT（外国語指導助手）による英

語教育に加え、中学生を対象とした海外語学研修を実施し、国際感覚や実

践的な英語力を育む取組を進めています。 

　高校１年生の中村心優さんは、海外語学研修で体験した現地での生活や

交流を通じて、英語で伝える楽しさや異文化への理解を深めました。 

　中村さんは、これまでに培った語学力と経験を活かして、現在、北山村

観光センターでアルバイトとして海外から訪れる観光客の筏下りの受付や

観光案内などを担当し、さまざまな国

や地域から訪れる外国人観光客との

コミュニケーションに積極的に取り

組んでくれています。

　村は、これからも子どもたちが世界

に目を向け、将来、地域や国内外で活

躍できる人材へと成長できるよう、英

語教育や海外語学研修を通じた学び

の機会を大切にしていきます。


